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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期
第２四半期
累計期間

第19期
第２四半期
累計期間

第18期
第２四半期
会計期間

第19期
第２四半期
会計期間

第18期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 4,627,3035,275,2892,399,3952,669,9329,696,629

経常利益（千円） 659,120 755,523 336,984 371,3891,340,158

四半期（当期）純利益（千円） 377,236 394,270 189,848 206,070 713,298

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 456,320 456,320 456,320

発行済株式総数（株） － － 24,5802,458,00024,580

純資産額（千円） － － 3,584,1684,220,2803,920,267

総資産額（千円） － － 4,994,5485,854,6195,719,963

１株当たり純資産額（円） － － 152,323.351,793.57166,607.22

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
16,032.15167.56 8,068.38 87.58 30,314.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 4,000

自己資本比率（％） － － 71.8 72.1 68.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
600,052 428,260 － － 1,334,328

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△276,150△343,791 － － △663,211

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△26,308 △92,580 － － △14,161

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,784,8472,136,0992,144,209

従業員数（人） － － 86 86 85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

４．平成23年１月１日付で、株式１株につき100株の株式分割を行っております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

  

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 86 (834)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイマー、アルバイト）は、当第２四半期会計期間の

平均人員を１日８時間換算で（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

当社は、外食事業の単一セグメントであるため、仕入実績は品目別、販売実績は事業部門別と地域別に記載しており

ます。

(1）仕入実績

当第２四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日）

仕入高(千円) 前年同期比（％）

肉 402,665 120.3

米 165,035 98.8

食油・漬物・調味料 156,577 117.7

野菜・卵 111,576 122.8

小麦粉・パン粉 49,320 108.3

酒類・飲料 26,998 137.5

その他の食材等 126,187 119.8

合計 1,038,361 115.9

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

①事業部門別販売実績　　

当第２四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日）

売上高(千円) 前年同期比（％）

かつや直営飲食事業 1,614,499 109.2

ＦＣ事業 792,608 119.0

 ロイヤルティ収入 76,764 109.4

 加盟金売上高 32,860 222.8

 食材等売上高 668,407 116.5

 　その他 14,576 189.2

その他直営飲食事業 202,623 106.6

その他の事業 60,201 93.7

合計 2,669,932 111.3

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高はありません。
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②地域別販売実績

当第２四半期会計期間のかつや直営飲食事業部門の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。

地域別

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日）

売上高(千円) 前年同期比（％）

東京都 666,090 103.3

神奈川県 259,417 124.0

埼玉県 363,166 114.1

千葉県 140,001 105.0

新潟県 86,289 108.0

北海道 70,834 96.4

宮城県 28,700 144.7

合計 1,614,499 109.2

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

    　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

    　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

    　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復や企業収益の向上等に伴い、一部で景気の持ち直し

が見られたものの、平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」により、先行き不透明な状況となっております。

　外食業界におきましては、震災の影響により需要が減少する中、大手チェーンによる低価格競争や中食需要の回復

など、大変厳しい経営環境となりました。

　このような環境下、当社におきましては、既存店売上高の向上と出店の拡大に取り組み、引き続き顧客満足度の向

上に努めてまいりました。

　既存店におきましては、30日周期のフェアメニューの販売施策の継続やデリバリー店舗の拡大、弁当業態併設店舗

の堅調な推移により、売上高は当初計画を上回るペースで推移いたしました。また、お客様の利便性と再来店頻度の

向上を目的に４店舗で改装を実施いたしました。

　出退店におきましては、「天丼あきば」を１店舗、「かつや」ＦＣ店を３店舗出店し、「かつや」直営店１店舗と

ＦＣ店１店舗を閉店いたしました。その結果、当第２四半期末における店舗数は、かつや直営店77店舗、かつやＦＣ

店89店舗、その他直営店19店舗、その他ＦＣ店１店舗となりました。

　以上の結果、当第２四半期会計期間における売上高は2,669百万円（前年同期比11.3％増）、営業利益は360百万円

（同8.9％増）、経常利益は371百万円（同10.2％増）、四半期純利益は206百万円（同8.5％増）となりました。

　なお、当社は外食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、421百万円（前年同期比5.1％増）となりました。

　これは主に、税引前四半期純利益351百万円に加えて、現金支出を伴わない減価償却費54百万円等によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、173百万円（前年同期比26.0％増）となりました。　

　これは主に、有形固定資産の取得による支出71百万円、関係会社株式の取得による支出72百万円、敷金及び保証金

の差入による支出29百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、２百万円（前年同期比94.6％減）となりました。

　これは主に、預り保証金の受入による収入３百万円によるものであります。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、第１四半期会計期間末と比較して249百万円

増加し2,136百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、拡充についての重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 

②　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完了したも

のは、次のとおりであります。 

事業所名 所在地
 セグメントの

名称
設備の内容

投資金額
資金調達
方　　法

完了年月
完成後の
増加能力

総額
(千円)

天丼あきば

１店舗
東京都 外食事業 店舗設備 60,729自己資金

平成23年

５月
23席

（注）　投資金額には、敷金及び保証金を含んでおります。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,200,000

計 8,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,458,000 2,458,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 2,458,000 2,458,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日 
－ 2,458,000 － 456,320 － 408,562
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(6) 【大株主の状況】

 平成23年６月30日現在 

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

アークランドサカモト株式会社 新潟県三条市上須頃445番地 1,620,000 65.91

臼井　健一郎 東京都世田谷区 62,000 2.52

伊藤　昭 埼玉県北葛飾郡杉戸町 45,400 1.85

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 44,500 1.81

ザ　バンク　オブ　ニューヨーク　ト

リーティー　ジャスデック　アカウン

ト

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

AVENUE DES ARTS, 35 KUNSTLAAN, 1040

BRUSSELS, BELGIUM

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

22,700 0.92

石村　藤夫 愛媛県新居浜市 19,300 0.79

玉木　芳春 東京都府中市 18,000 0.73

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜二丁目４番６号 16,500 0.67

松山　太河 東京都渋谷区 16,400 0.67

梅原　義浩 栃木県宇都宮市 14,300 0.58

計 － 1,879,100 76.45

　（注）１．上記のほか、自己株式が105,000株あります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　32,200株

　

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

10/25



(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　105,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,352,800 23,528 －

単元未満株式 普通株式　　　　200 － －

発行済株式総数 2,458,000 － －

総株主の議決権 － 23,528 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

アークランドサービス

株式会社

東京都千代田区神田佐久間

町一丁目８番地４ニュー千

代田ビル５階

105,000 － 105,000 4.27

計 － 105,000 － 105,000 4.27

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 2,535 2,450 2,630 2,295 2,340 2,220

最低（円） 2,220 2,240 1,620 1,885 2,136 2,045

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22

年１月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを

受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,136,099 2,144,209

売掛金 274,525 310,894

商品 75,657 74,653

原材料及び貯蔵品 19,166 28,713

その他 257,390 233,682

貸倒引当金 △1,500 △1,700

流動資産合計 2,761,340 2,790,454

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 1,211,825

※
 1,136,171

その他（純額） ※
 247,478

※
 254,070

有形固定資産合計 1,459,303 1,390,242

無形固定資産 6,011 6,960

投資その他の資産

敷金及び保証金 955,855 912,225

建設協力金 425,371 446,903

その他 246,735 173,177

投資その他の資産合計 1,627,962 1,532,306

固定資産合計 3,093,278 2,929,509

資産合計 5,854,619 5,719,963

負債の部

流動負債

買掛金 393,543 471,488

未払法人税等 304,164 410,029

賞与引当金 36,509 －

その他 412,502 584,213

流動負債合計 1,146,719 1,465,730

固定負債

受入保証金 329,258 330,330

資産除去債務 156,544 －

その他 1,817 3,633

固定負債合計 487,619 333,964

負債合計 1,634,339 1,799,695
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 456,320 456,320

資本剰余金 408,562 408,562

利益剰余金 3,434,309 3,134,159

自己株式 △78,750 △78,750

株主資本合計 4,220,442 3,920,292

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △161 △24

評価・換算差額等合計 △161 △24

純資産合計 4,220,280 3,920,267

負債純資産合計 5,854,619 5,719,963

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

14/25



(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,627,303 5,275,289

売上原価 1,845,272 2,126,910

売上総利益 2,782,030 3,148,378

販売費及び一般管理費 ※
 2,155,680

※
 2,432,442

営業利益 626,350 715,936

営業外収益

受取利息 5,364 4,911

協賛金収入 20,956 27,686

雑収入 8,543 7,760

営業外収益合計 34,864 40,357

営業外費用

雑損失 2,094 770

営業外費用合計 2,094 770

経常利益 659,120 755,523

特別利益

店舗等解約補償金 2,115 －

その他 100 200

特別利益合計 2,215 200

特別損失

固定資産除却損 9,521 15,353

店舗閉鎖損失 8,750 6,066

災害による損失 － 6,735

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54,784

その他 34 124

特別損失合計 18,307 83,065

税引前四半期純利益 643,028 672,657

法人税、住民税及び事業税 295,981 293,088

法人税等調整額 △30,189 △14,700

法人税等合計 265,792 278,387

四半期純利益 377,236 394,270
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 2,399,395 2,669,932

売上原価 958,195 1,087,967

売上総利益 1,441,200 1,581,965

販売費及び一般管理費 ※
 1,110,703

※
 1,221,922

営業利益 330,496 360,042

営業外収益

受取利息 2,760 2,375

協賛金収入 2,327 4,001

雑収入 2,110 5,345

営業外収益合計 7,198 11,722

営業外費用

雑損失 710 375

営業外費用合計 710 375

経常利益 336,984 371,389

特別損失

固定資産除却損 5,035 15,353

店舗閉鎖損失 7,776 329

災害による損失 － 4,151

特別損失合計 12,811 19,834

税引前四半期純利益 324,172 351,554

法人税、住民税及び事業税 161,575 157,909

法人税等調整額 △27,252 △12,424

法人税等合計 134,323 145,484

四半期純利益 189,848 206,070
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 643,028 672,657

減価償却費 85,977 106,039

固定資産除却損 9,521 15,353

店舗閉鎖損失 8,750 6,066

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54,784

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,260 36,509

受取利息 △5,364 △4,911

売上債権の増減額（△は増加） 15,521 36,368

たな卸資産の増減額（△は増加） 35,937 8,542

その他の資産の増減額（△は増加） 3,597 18,131

仕入債務の増減額（△は減少） △75,986 △77,944

その他の負債の増減額（△は減少） △2,814 △47,215

その他 △2,181 △75

小計 750,248 824,309

利息の受取額 1,451 1,413

法人税等の支払額 △151,647 △397,461

営業活動によるキャッシュ・フロー 600,052 428,260

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △224,668 △219,772

有形固定資産の売却による収入 55,225 4,205

関係会社株式の取得による支出 － △72,030

貸付けによる支出 △1,000,000 △1,000,000

貸付金の回収による収入 1,000,000 1,000,000

関係会社預け金の預入による支出 － △1,000,000

関係会社預け金の払戻による収入 － 1,000,000

敷金及び保証金の差入による支出 △106,297 △77,414

敷金及び保証金の回収による収入 － 21,221

その他 △409 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △276,150 △343,791

財務活動によるキャッシュ・フロー

預り保証金の受入による収入 45,900 16,740

預り保証金の返還による支出 △1,618 △15,200

配当金の支払額 △70,590 △94,120

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,308 △92,580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 297,592 △8,110

現金及び現金同等物の期首残高 1,487,255 2,144,209

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,784,847

※
 2,136,099
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1）資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益は5,269千円減少し、税引

前四半期純利益は60,053千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は150,649千円であります。

(2）棚卸資産の評価方法の変更

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、最終仕入原価法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によってお

りましたが、第１四半期会計期間より先入先出法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更は、

期間損益計算の適正化を目的とした在庫評価システムの整備がなされたことによるも

のであります。

なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりました「関係会社株式の取得による支

出」及び「敷金及び保証金の回収による収入」は重要性が増加したため、当第２四半期累計期間より区分掲記すること

といたしました。

なお、前第２四半期累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「関係会社株式の取

得による支出」はありません。また、「敷金及び保証金の回収による収入」は590千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

固定資産の減価償却費の算定

方法

定率法を採用しているものについては事業年度に係る減価償却費の額を期間按分する

方法としております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、1,056,200千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、946,576千円であり

ます。

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・雑給 861,065千円

賃借料 409,935 

賞与引当金繰入額 34,260 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・雑給 983,791千円

賃借料 458,815 

賞与引当金繰入額 36,509 

 

前第２四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・雑給 441,998千円

賃借料 207,144 

賞与引当金繰入額 14,455 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・雑給 499,691千円

賃借料 230,582 

賞与引当金繰入額 16,834 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,784,847千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 1,784,847千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,136,099千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 2,136,099千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成23年６月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　2,458,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　105,000株

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月25日

定時株主総会
普通株式  94,120 4,000　 平成22年12月31日平成23年３月28日利益剰余金

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社においては、外食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

有価証券は当社の事業の運営において重要なものでないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（賃貸等不動産関係）

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

20/25



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 1,793.57円 １株当たり純資産額 166,607.22円

　（注）当社は、平成23年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の

開始の日に行われたと仮定した場合における前事業年度末の１株当たり純資産額は1,666.07円であります。

　

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 16,032.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 167.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 377,236 394,270

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 377,236 394,270

期中平均株式数（株） 23,530 2,353,000

２．当社は、平成23年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年

度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期累計期間に係る１株当たり四半期純利益金

額は160.32円であります。なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

前第２四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8,068.38円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 87.58円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 189,848 206,070

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 189,848 206,070

期中平均株式数（株） 23,530 2,353,000

２．当社は、平成23年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年

度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期会計期間に係る１株当たり四半期純利益金

額は80.68円であります。なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。　
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２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日

アークランドサービス株式会社

取締役会　御中

あらた監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　真美　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアークランドサービ

ス株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第18期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アークランドサービス株式会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同日をもって

終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

アークランドサービス株式会社

取締役会　御中

あらた監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　真美　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　義昭　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアークランドサービ

ス株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第19期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年４月１日か

ら平成23年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アークランドサービス株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態、同日をもって

終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期会計期間より

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号）を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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